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所沢明生病院（山口：病床数50床）、 所沢ロイヤル病院（北野3丁目：病床数332床）
所沢第一病院（下安松：病床数199床）

市長提出議案のおもな内容
安心して医療を受けられる体制を維持するために 市制施行70周年を記念して

　新型コロナウイルス感染症対策の強化とともに、市民が
安心して医療を受けられる体制を維持するため、救急患者
の受入れや、在宅療養後方支援病院などの役割を担う、地
域に根差した3病院　と、PCR検査センターの設置や発熱
外来を実施している所沢市医師会に対し支援を行います。

Ｑ 支援金の支給対象の3病院は、クラスターが発生した
病院だが、何人が感染したのか。

Ａ 所沢明生病院は28人、所沢ロイヤル病院は33人、所沢第
一病院は57人です。

議案第104号　令和2年度所沢市一般会計補正予算（第9号）
　　　　　　　　地域医療を維持するための感染症対策支援事業

800万円

議案第104号　 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第9号）
　　　　　　　「となりのトトロ」記念碑設置事業　825万円

　市制施行70周年の節目となる記念すべき年に、映画「と
なりのトトロ」のキャラクター（トトロ、ネコバス、さつき、
メイ）の記念碑を、本市の玄関口である所沢駅の東口ロー
タリーに設置して、「所沢市がトトロの生まれたところ」
を来訪者にPRします。

Ｑ 記念碑を設置するに当たり、どのようなPRを検討して
いるのか。

Ａ スタジオジブリと調整し、観光ガイドブックや市ホーム
ページなど、様々な広報手段を最大限に活用していきたい。

（お問合せ先：企画総務課　☎2998-9046）（お問合せ先：保健医療課　☎2998-9385）

11月６日（金）ところざわサクラタウンがグランドオープン !



ところざわ市議会だより

3

令和 2 年（2020年）11月7日

保護者の負担を軽減します 小・中学校のICT化を推進します

新たな行政課題や重点施策に対応するために

　新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの小・中
学校で修学旅行や林間学校を中止・延期せざるを得ない状
況となっていることから、保護者の経済的な負担軽減を図
るため、キャンセル料等を各学校に支給します。

Ｑ 修学旅行の積立金は全額補填されるのか。

Ａ 旅行代金として積み立てたものは返金され、中止・延
期に伴うキャンセル料は補填される。

議案第104号　令和2年度所沢市一般会計補正予算（第9号）
　　　　　　　小・中学校修学旅行等のキャンセル料等支援事業

　1,731万3千円

　新たな行政課題や重点施策への対応、持続的な行政運
営、事務の合理化や生産性の向上を推進するため、令和
3年度の組織機構を見直します。

Ｑ 今回の組織改編のうち、今まで危機管理課が担当して
いた空き家に関する事務はどのようになるか。

Ａ 空き家に関しては、危機管理課の防犯対策室で業務を
行っていたが、今回の見直しにより、防犯交通安全課を新
設して、平時から地域の安全をより重視していく。

議案第108号　所沢市行政組織条例の一部を改正する
　　　　　　　条例制定について

最終処分場の整備を進めます

　平成17年3月末日で埋め立てが終了した「北野一般廃
棄物最終処分場」に代わる新たな処分場として、現在整
備を進めている南永井の処分場建設予定地の一部を取得
します。

Ｑ 取得価格の根拠は。

Ａ 価格の算定には、土地評価という方式を用いている。
土地評価では、算定の基準となる標準地を選定し、その標
準地と取得の対象となる土地の形状や状況などを比較し、
取得価格を算定している。

議案第111号　（仮称）第2一般廃棄物最終処分場用地の取得
　　　　　　　について

議案第104号　令和2年度所沢市一般会計補正予算（第9号）
　　　　　　　GIGAスクール構想の加速による学びの保障事業

 2,782万3千円

　緊急時でも、全ての子供たちの学びを保障するため、
「GIGAスクール構想」に沿ったICT環境整備を行います。

Ｑ タブレット端末は、どのような教科で活用していくのか。

Ａ すべての教科ではないが、デジタル教科書の使用を検
討している。また、来年度の教科書には様々なQRコードが
付いており、端末で読み取ることにより、インターネット
につなげて活用できることになっている。

市長提出議案のおもな内容

（お問合せ先：教育センター　☎2923-2396）（お問合せ先：教育総務課　☎2998-9232）

（お問合せ先：経営企画課　☎2998-9027）　　（お問合せ先：資源循環推進課　一般廃棄物
　　　　　　　　 最終処分場整備室　☎2935-3005）



ところざわ市議会だより 第 196 号

4

議員提出議案

令和元年度決算の審査に向けて

意見書を提出しました 意見書を提出しました

議員提出議案第10号　決算特別委員会の設置について

議員提出議案第14号
　性犯罪における刑法のさらなる改正を求める意見書につ
いて
　2017年6月、1907年刑法制定以来110年ぶりに性犯罪
の罰則等に係る規定を見直し、刑法の一部が改正されまし
た。可決にあたっては衆参両院で附帯決議が採択され、施
行後3年を目途として総合的な施策のあり方について検討
し、必要な措置を講ずることを求めています。より良い制
度を実現するために法改正の議論を早急にスタートし、5
項目の見直しを行うことを求めます。

議員提出議案第15号
　プラスチックごみ対策に関する意見書について
　日本は1人あたりの使い捨てプラスチック廃棄量が米国
に次いで世界で2番目に多く、年間900万トンのプラス
チックごみを排出し一部を東南アジアに輸出してきまし
た。バーゼル条約が改正され、汚れたプラスチックごみは
国内処理が原則となり、プラスチック廃棄物対策は喫緊の
課題です。政権与党は「プラスチック資源循環戦略」を決
定しました。国の責任においてさらに生産の段階からプラ
スチックごみ削減対策に取り組むことを強く求めます。

議員提出議案第11号
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について
　国においては、令和3年度地方財政対策及び地方税制改
正に向け、6項目を確実に実現されるよう、強く要望する。

議員提出議案第12号　
　防災・減災、国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見
書について
　今後起こりうる大規模自然災害の被害を最小限に抑え、
迅速な復旧復興へとつながるよう「防災・減災、国土強靱
化」は、より一層、十分な予算の安定的かつ継続的な確保
が必須である。
　よって、国におかれては、3項目の措置を講じられるよ
う強く要望する。

議員提出議案第13号　
　ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める
意見書について
　政府におかれては、全国におけるドクターヘリの運航状
況を直視するとともに、ドクターヘリが、今後も救命救急
の切り札として、安定的かつ持続的な運用の下、引き続き
多くの人命救助に貢献できるよう、4項目について早急に
取り組むことを強く求める。

議員提出議案 市長提出議案のおもな内容

所沢駅西口の開発に向けて
議案第114号　市道路線の廃止について

Ｑ 所沢駅西口土地区画整理事業に伴う路線の認定、廃止は
これで終わりなのか。

Ａ 今回廃止する路線のほかにも廃止予定の路線がまだ2、3
か所ある。

（お問合せ先：建設総務課　☎2998-9171）

　所沢駅西口土地区画整理事業に伴い、1-589号線を廃
止します。

路線名
1-589号

起点　東住吉689番1地先
終点　東住吉692番1地先

　令和元年度一般会計、各特別会計、各事業会計の歳入・
歳出予算の執行実績を確認し、内容を審査するため「決算
特別委員会」を設置します。委員会は、第3回（9月）定例
会で付託された決算認定10件を、閉会中に審査するもの
です。

決算特別委員会委員

　　　◎平井　明美　（日本共産党）
　　　〇秋田　　孝　（至誠自民クラブ）
　　　　石原　　昂　（自由民主党・無所属の会）
　　　　島田　一隆　（立憲民主党）
　　　　西沢　一郎　（公明党）
　　　　中　　毅志　（自由民主党）
　　　　中村　　太　（至誠自民クラブ）

　　　◎…委員長　〇…副委員長

各項目をはじめ、意見書の全文についてはこちら  ➡から「議員提出議案」をご覧ください。
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令和 2 年（2020年）11月7日

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

議案番号 議　案　件　名 結　　果

市長提出議案（23件）

令和2年第3回（9月）定例会 審議結果

 第10号 決算特別委員会の設置について  原案可決 全会一致

 第11号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について 原案可決 全会一致

 第12号 防災・減災、国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書について  原案可決 全会一致

 第13号 ドクターヘリの安定・継続的運用への支援強化を求める意見書について  原案可決 全会一致

 第14号 性犯罪における刑法のさらなる改正を求める意見書について  原案可決 全会一致

 第15号 プラスチックごみ対策に関する意見書について  原案可決 全会一致

議員提出議案（6件）

 第103号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第8号） 省　　略 原案可決 全会一致

 第104号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第9号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第105号 令和2年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第106号 令和2年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第2号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第107号 令和2年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 予　　算 原案可決 全会一致

 第108号 所沢市行政組織条例の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第109号 所沢市特定教育・保育施設等重大事故再発防止検証委員会条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉 原案可決 全会一致

 第110号 所沢市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について 総務経済 原案可決 全会一致

 第111号 （仮称）第2一般廃棄物最終処分場用地の取得について 建設環境 可　　決 全会一致

 第112号 入間市道を区域内に認定することを承諾することについて 建設環境 可　　決 全会一致

 第113号 市道路線の認定について 建設環境 可　　決 全会一致

 第114号 市道路線の廃止について 建設環境 可　　決 全会一致

 第115号 令和2年度所沢市一般会計補正予算（第10号） 省　　略 原案可決 全会一致

 認定第 1 号 令和元年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 2 号 令和元年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 3 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 4 号 令和元年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 5 号 令和元年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 6 号 令和元年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 7 号 令和元年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 8 号 令和元年度所沢市水道事業決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第 9 号 令和元年度所沢市下水道事業決算の認定について 決算特別 継続審査 ―

 認定第10号 令和元年度所沢市病院事業決算の認定について 決算特別 継続審査 ―
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防災訓練を行いました
　所沢市議会では、本会議中に大きな地震が発生したことを想定した、議場でのシェイクアウト訓練、避難
訓練、所沢市議会災害対策会議の設置訓練を平成27年から実施しています。
　今年度は新たに、議会の閉会中に震度6弱の地震の発生を想定し、全議員による所沢市議会としてとるべき
行動訓練を実施しました。
【日　時】
　9月1日（火）午前8時30分～9時20分　議会会議室
【訓練内容】
　・所沢市議会災害対策会議の設置と議員の参集
　・議員の安否確認、災害情報収集訓練
　・災害対策会議の機能、行動確認訓練

市議会では、今後も災害対策に取り組んでいきます。

Topics!

Topics!

議場がモンゴルの草原に

当日はインターネットにてライブ中継も行います。

【日　時】
　11月30日（月）午前9時～9時30分　本会議場

【演奏者】
　服部メグさん（洋琴）
　バートルジャブ・ボルドエルデネさん（馬頭琴）

【曲目（予定）】
　・チンギスハーンの讃歌
　・ホーミーの種類　伝承曲
　・荒城の月
　・西モンゴル舞踏曲
　※入場無料。先着順となります。
　　（ソーシャルディスタンス確保のため28席に制限しています。）

ば とうきん

ようきん

服部メグさん バートルジャブ・ボルドエルデネさん

　令和2年第4回（12月）定例会の開会に先立ち、議場コンサートを開催します。
　6回目となる今回は、表紙、裏表紙を飾っていただいた洋琴奏者の服部メグさんと、馬頭琴奏者のバート
ルジャブ・ボルドエルデネさんに、モンゴルの伝統音楽を披露していただきますƴ

ば とうきんようきん
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　新型コロナウイルス感染防止のため、11月14日（小手指まちづくりセンター）と18日（市役所3階全員
協議会室）に開催を予定していた議会報告会を中止とし、初めての取り組みとなる、YouTubeでの動画
配信による議会報告を行います。

【動画配信】
　所沢市議会公式YouTubeチャンネルで配信。

【報告内容】
　・「令和2年第3回（9月）定例会の審議内容」
　・「今年度の各委員会での取り組み」
　
【担当者】
　　石原　　昂　（総務経済常任委員長）　　　粕谷不二夫　（健康福祉常任委員長）
　　植竹　成年　（市民文教常任委員長）　　　谷口　雅典　（建設環境常任委員長）
　　亀山　恭子　（予算常任委員長）　　　　　中村　　太　（議会運営委員長）

初! 議会報告を動画配信

Topics!

Topics!

　動画共有サービス「YouTube」を活用した動画配信を行います。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、各種イベント等が中止となる中、市議会からの情報やメッセージ
を充実していきます。

所沢市議会公式YouTubeチャンネルを開設
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令和 2 年（2020年）11月7日

分かりやすい質問方式に
　これまで一般質問の質問回数は3回と制限されていましたが、平成21年
6月定例会から一問一答方式を取り入れ、議員からの質問とそれに対する
答えがキャッチボールのようにやりとりできるようになりました。

　議会活動の状況を市民の皆さんに、議員が
直接報告・説明するとともに、議会活動や市政
について会場で自由に意見交換をする場です。

　議員定数の法定上限数が撤廃され、所沢市議会として
ふさわしい議員定数のあり方を検討しました。
　検討をするに当たっては、議員定数の根拠を明らかにす
るため「所沢市議会議員定数のあり方に関する審議会」
を設置しました。

　所沢市議会の議員の定数は37人ですが、当分の間33
人と条例に規定し、平成27年4月の選挙から33人となりま
した。

市議会の活動を自己評価
　議会運営委員会や広聴広報委員会で実施した一年間の主な事業を評価して
その成果を確認しています。報告書は市議会ホームページで公表しています。

議会基本条例の制定
新たな技術で情報発信
　市民にとって分かりやすい議会運営を行うため、
　・平成26年度「タブレット端末導入に関する作業部会」
　・平成27年度「ICT化推進基本計画策定に関する作業部会」で
　協議を進め、

「市民にとって分かりやすい議会運営に資するため『所沢市議会ICT化推進
基本計画』を実施する決議」を全会一致で可決し、「議場配布資料等のペーパーレス化」「Wi－Fi環境の整備」
「グループウェアの導入」を行いました。これからもICT化を進め、議会の最新情報をお知らせしていきます。

ICT化の推進

議会報告会の開催 議員定数の見直し

〈検討結果〉

36人 33人-3

―市民にとって身近な開かれた議会を目指して―
所沢市議会は、市民の負託に応えられる開かれた議会を目指し、議会基本条例を平成21年2月26日の本会議において全会一致で可決しました。
これまで、一般質問への一問一答方式の導入をはじめ、議会改革評価、委員会での自由討議の実施、参考人招致、議会報告会や政策討論会の開催など、先進的な議会改革を積極的に行ってきました。

年に4回開催
しています。

　所沢市議会65周年を記念して、市議会マスコット
キャラクターが登場しました。

“みみ丸”という名前は「議員数と同じ33の顔を持ち、
市民の声を聴く」ことの象徴として、市民の皆さんと
議会をつなげる役割を果たせるよう名づけられました。

議会のキャラクターが登場

　議会基本条例制定10周年を記念して「議会改革の
歩みとこれからの所沢市議会」と題して、シンポジウ
ムを開催しました。

未来に向けて

過去の報告書は
　コチラをご覧ください。

2016年、2018年には「所沢市の魅力」をテーマに、
市民との意見交換会みみ丸カフェを開催しました

基調講演「所沢市議会のどこが違ってどこが良い？」
講師：廣瀬克哉氏（法政大学副学長・法学部教授）

「市民満足度の高い議会へ」をテーマにパネルディスカッション

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度

市議会としてふさわしい議員定数 はじめまして！みみ丸です これからの所沢市議会を考る議会の審議情報を
　議員が直接お届けします

市制施行70周年記念
議会改革、レガシー

※レガシー……世代から世代へ受け継ぐもの

平成 令和
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一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
ご
自
身

の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
の
中
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
と
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
孤
立
し
て
学
校
を
休

み
が
ち
に
な
っ
た
り
、
困

難
を
背
負
っ
た
ま
ま
の
状

況
で
い
た
り
す
る
子
供
の

把
握
は
、
学
校
や
福
祉
分

野
と
の
連
携
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
こ
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

A
児
童
の
権
利
が
守
ら

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

た
め
に
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
で
周
知
を

行
い
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
視
点
を
持
ち
、

個
別
ケ
ー
ス
の
検
討
会
議

や
実
務
者
会
議
、
進
行
管

理
部
会
な
ど
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
学
校
や
福

祉
等
の
関
係
機
関
と
も
連

携
し
、
課
題
解
決
の
た
め

の
対
策
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。

立憲民主党
島田　一隆

Ｑ
補
助
の
導
入
に
つ
い

て
、
見
解
は
。

A
近
年
の
記
録
的
な
猛

暑
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

外
出
自
粛
の
中
で
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
が
数

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
小
ま

め
に
水
分
補
給
す
る
こ
と

や
適
宜
マ
ス
ク
を
外
す
こ

と
、
ま
た
、
適
切
な
エ
ア

コ
ン
の
使
用
な
ど
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
高
齢
者
の
施
策
と

し
て
エ
ア
コ
ン
設
置
や
電

気
代
の
補
助
を
位
置
づ
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
他
の
自
治
体
が
実
施

し
て
い
る
熱
中
症
対
策
の

事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、

今
後
注
視
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て

　
　
エ
ア
コ
ン
の
購
入
費
と

電
気
代
の
補
助
を

Ｑ
避
難
所
に
は
、
粉
ミ

ル
ク
、
使
い
捨
て
哺
乳
瓶

の
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
が
、

液
体
ミ
ル
ク
も
備
蓄
が
で

き
な
い
か
。

A
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル

ク
は
、
調
乳
用
の
お
湯
が

不
要
で
あ
り
、
開
封
し
て

哺
乳
瓶
に
移
す
だ
け
で
、

常
温
で
す
ぐ
に
乳
児
に
飲

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
災
害

時
に
は
お
湯
が
準
備
で
き

な
い
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

母
乳
が
出
な
く
な
る
な
ど

の
状
況
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
活
用
で
き
る
と
考
え

る
。
避
難
所
で
も
早
急
に

授
乳
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

今
年
度
中
の
乳
幼
児
液
体

ミ
ル
ク
の
備
蓄
開
始
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
し
や
す
い
避
難
所
備
蓄
品

の
早
期
実
現
を

公明党
植竹　成年

こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問

Ｑ
清
瀬
市
と
の
協
議
の

状
況
は
。

A
清
瀬
市
側
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
際
に
清
瀬
市

と
協
議
し
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
の
た
め
、

隣
接
す
る
清
瀬
市
と
の
接

続
を
目
指
す
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。
ま
た
、
清
瀬

市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
も
、
隣
接
地
と

の
円
滑
な
移
動
を
確
保
す

る
た
め
、
都
市
計
画
道
路

の
接
続
に
つ
い
て
調
整
す

る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
都
市
計
画
道
路
北
原

安
松
線
の
延
伸
に
向
け
て
、

今
後
も
清
瀬
市
や
東
京
都

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路

北
原
安
松
線
の
延
伸
に
向
け
て

立憲民主党
長岡　恵子

公明党
西沢　一郎

表
面
化
し
づ
ら
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は

ケアラーとは高齢、身体上、精神上の障害又は疾病等により援助を必要とする親族、友人などの身近な人に、無償で介護、看護、
日常生活上の世話などの援助を行っている人を言い、その中でも18歳未満の人をヤングケアラーと定義しています。
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令和 2年（2020年）11月7日

所沢中学校体育館、上山口中学校体育館、中央小学校体育館、まちづくりセンター（小手指、富岡、吾妻、柳瀬、松井、新所沢、
三ケ島、新所沢東）

Ｑ
専
門
機
関
に
委
託
す

る
な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
透

析
対
策
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
本
市
で
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
向
上
は
も
と
よ
り
、

埼
玉
県
の
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
へ
の
参
加
者
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
対
象
者
は
、
か
か

り
つ
け
医
か
ら
の
推
薦
、

本
人
の
同
意
を
得
て
参
加

者
と
な
る
た
め
、
か
か
り

つ
け
医
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
引
き
続
き
効
果
的

な
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

な
お
、
市
独
自
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に

電
話
等
に
よ
る
継
続
支
援

も
実
施
し
て
い
る
。

透
析
の
予
防
対
策
の強

化
に
向
け
て

立憲民主党
石本　亮三

Ｑ
子
供
同
士
の
い
じ
め

な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
学
校
で

は
ど
の
よ
う
な
取
組
や
指

導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
S
N
S
等
の
適
切
な

利
用
や
い
じ
め
等
の
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
観
点
か
ら
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
実
践

し
て
い
る
。
小
学
校
6
年

生
の
道
徳
の
授
業
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

す
る
場
面
を
取
り
上
げ
た

教
材
を
用
い
て
、
善
悪
の

判
断
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
を
対

象
に
、
通
信
会
社
や
N
P

O
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

関
す
る
学
習
会
や
情
報
モ

ラ
ル
学
習
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る

携
帯
電
話
の
取
扱
い

自民クラブ
大舘　隆行

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多

く
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

一
生
に
一
度
と
な
る
成
人

の
つ
ど
い
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
に
よ
り
開
催

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
見
解
は
。

A
成
人
の
つ
ど
い
は
、

新
成
人
に
と
っ
て
人
生
の

節
目
で
あ
る
と
と
も
に
、

本
市
と
し
て
も
、
よ
き
ふ

る
さ
と
所
沢
へ
の
愛
着
を

深
め
て
い
た
だ
く
機
会
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
十
分
に
講
じ
た
上

で
、
市
内
11
会
場　

で
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。
3

密
を
避
け
、
時
間
を
短
縮

し
た
開
催
と
な
る
が
、
心

に
残
る
成
人
の
つ
ど
い
が

開
催
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

至誠自民
クラブ
秋田　孝

Ｑ
車
中
避
難
の
目
的
、

避
難
場
所
の
選
定
基
準
は
。

A
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難

対
策
と
し
て
、
避
難
所
で

の
密
を
防
止
す
る
た
め
、

避
難
所
へ
の
避
難
の
ほ
か
、

分
散
避
難
（
在
宅
避
難
や

親
戚
、知
人
宅
へ
の
避
難
）

が
有
効
で
あ
る
。
台
風
が

過
ぎ
去
る
ま
で
の
1
日
程

度
の
間
、
車
の
中
で
、
安

全
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
、
雨
が
当
た
ら
な
い

立
体
駐
車
場
や
地
下
駐
車

場
を
条
件
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
浸
水
区
域
外
、

あ
る
い
は
浸
水
履
歴
の
な

い
エ
リ
ア
の
駐
車
場
を
選

定
し
た
。
現
在
、
総
合
運

動
場
の
立
体
駐
車
場
と
民

間
施
設
1
ヶ
所
を
確
保
し

て
お
り
、
ほ
か
に
市
施
設

1
ヶ
所
を
利
用
で
き
る
よ

う
現
在
調
整
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
災
害
時
に
お
け
る

車
中
避
難
所
に
つ
い
て

公明党
川辺　浩直

Ｑ
令
和
3
年
度
の
改
定

で
は
、総
所
得
が
1
，0
0

0
万
円
を
超
え
る
と
賦
課

限
度
額
が
同
額
に
な
っ
て

い
る
。
所
得
に
応
じ
て
負

担
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。

A
現
行
の
制
度
に
お
い

て
は
、
地
方
税
法
施
行
令

に
基
づ
き
、
国
の
法
定
の

限
度
額
が
設
定
さ
れ
、
そ

の
額
を
上
限
に
市
の
条
例

で
最
高
限
度
額
を
定
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
国

の
賦
課
限
度
額
の
考
え
方

は
、
保
険
料
負
担
は
、
受

益
と
の
関
連
に
お
い
て
被

保
険
者
の
納
付
意
欲
に
与

え
る
影
響
や
制
度
、
事
業

の
円
滑
な
運
営
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
被
保
険
者

の
保
険
料
負
担
に
一
定
の

限
度
を
設
け
る
も
の
と
し

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の

高
額
所
得
者
へ
の
課
税
に
つ
い
て

日本共産党
小林　澄子

Ｑ
生
徒
の
順
位
な
ど
を

公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

A
学
校
で
の
成
果
の
貼

り
出
し
に
つ
い
て
は
、
本

来
、
順
位
を
知
ら
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち

の
良
さ
や
努
力
を
目
に
見

え
る
形
に
し
て
、
お
互
い

を
肯
定
的
に
認
め
合
う
こ

と
で
、
子
供
た
ち
の
意
欲

を
高
め
、
主
体
的
に
学
習

や
活
動
に
励
む
こ
と
を
目

指
す
教
育
的
意
義
が
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
活
動
が
苦

手
だ
っ
た
り
、
思
う
よ
う

な
成
果
が
出
な
か
っ
た
と

い
っ
た
理
由
で
強
い
ス
ト

レ
ス
や
嫌
な
思
い
を
感
じ

る
生
徒
が
い
る
な
ら
ば
、

状
況
や
気
持
ち
に
思
い
を

は
せ
、
励
み
に
な
る
手
立

て
を
工
夫
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

生
徒
の
励
み
に
な
る
取
組
を

至誠自民
クラブ

浅野　美恵子

コ
ロ
ナ
禍
で
も
成
人
の
つ
ど
い
の

開
催
を
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情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方のこと。働く場所によって、在宅勤務、モバイルワーク（顧客先や移
動中の勤務）、サテライトオフィス勤務（勤務先から離れた場所に設置されたオフィスでの勤務）の3つに分けられます。

Ｑ
保
健
所
設
置
の
要
望

が
多
く
、
人
口
34
万
人
の

所
沢
市
と
し
て
、
方
向
性

を
示
す
と
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

A
コ
ロ
ナ
対
応
か
ら
、

県
か
ら
市
へ
の
権
限
委
譲

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担

す
る
方
法
が
あ
る
と
感
じ

た
。
市
と
し
て
は
、
市
民

の
声
を
生
か
し
な
が
ら
、

き
め
細
や
か
な
行
政
運
営

を
基
本
と
し
て
、
非
常
時

に
は
連
携
体
制
で
対
応
す

る
こ
と
で
、市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
て
い
く
。

今
後
も
、
保
健
所
業
務
が

ひ
っ
迫
し
た
際
に
は
、
保

健
師
を
派
遣
す
る
な
ど
必

要
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

し
、
保
健
所
と
の
連
携
や

役
割
分
担
を
強
化
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

日本共産党
平井　明美

Ｑ
避
難
所
で
の
市
職
員

と
地
域
の
自
治
会
・
町
内

会
と
の
連
携
は
。

A
昨
年
の
台
風
19
号
で

は
、
職
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

未
整
備
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
避
難
所
で
運

営
に
混
乱
が
生
じ
た
。
職

員
に
対
し
て
は
研
修
を
行

い
、
避
難
所
の
運
営
能
力

の
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、

避
難
者
と
日
頃
か
ら
顔
の

見
え
る
関
係
に
あ
る
地
元

の
方
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

避
難
所
運
営
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

よ
り
、
風
水
害
時
に
開
設

す
る
避
難
所
で
は
、
職
員

と
協
力
し
て
避
難
所
運
営

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
元
の
自
治
会
・
町

内
会
に
対
し
、
順
次
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。 自由民主党・

無所属の会
入沢　豊

避
難
所
の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て

Ｑ
公
共
施
設
に
テ
レ
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す

る
な
ど
の
支
援
策
に
つ
い

て
見
解
は
。

A
公
共
施
設
は
そ
れ
ぞ

れ
の
利
用
目
的
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
お
り
、
施
設

に
就
業
目
的
で
テ
レ
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
利
用
上
の
ル
ー

ル
や
通
常
の
利
用
者
と
の

調
整
な
ど
の
課
題
も
多
い

こ
と
か
ら
、
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

勤
労
者
等
の
文
化
、
教
養

や
福
祉
の
増
進
を
目
的
と

し
た
施
設
で
あ
る
ラ
ー
ク

所
沢
は
、
通
信
環
境
は
万

全
で
は
な
い
が
、
個
人
利

用
を
は
じ
め
、
勤
労
者
や

企
業
の
方
の
就
業
目
的
で

の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

自
治
体
に
よ
る

テ
レ
ワ
ー
ク
　
拠
点
の
整
備

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

林
川
周
辺
の下

水
道
整
備
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

Ｑ
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
は
。

A
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な

い
！
お
う
ち
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
介
護
予
防
！
」
と
題
し

て
、
体
を
動
か
す
こ
と
や

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
の
重
要
性
を
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
理
学
療
法
士

の
監
修
の
下
、
自
宅
で
で

き
る
簡
単
な
体
操
を
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
、
広
報

紙
で
は
、「
お
う
ち
で
で

き
る
介
護
予
防
で
健
康
な

い
き
い
き
ラ
イ
フ
を
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
自
宅

で
で
き
る
介
護
予
防
の
取

組
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体
操

や
、
い
き
い
き
健
康
体
操

教
室
の
取
組
を
お
知
ら
せ

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
を
控
え
て
い
る

高
齢
者
に
身
体
機
能
低
下
抑
止
対
策
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
多
胎
妊
産
婦
や
多
胎

家
庭
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
実
施
し
て
い

る
の
か
。

A
妊
娠
届
に
よ
り
多
胎

妊
婦
を
把
握
し
、
必
要
に

応
じ
て
妊
娠
中
か
ら
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
出
産
後

は
、
新
生
児
・
妊
産
婦
訪

問
指
導
事
業
と
し
て
、
地

区
を
担
当
す
る
保
健
師
が

家
庭
訪
問
を
行
い
、
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
把
握
し
、
授
乳
や

育
児
手
技
等
の
指
導
助
言

を
行
う
と
と
も
に
、
成
長

に
合
わ
せ
た
発
育
発
達
状

況
の
相
談
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
妊
娠
中
か
ら

参
加
可
能
な
多
胎
家
庭
に

よ
る
交
流
会
を
開
催
し
て
、

妊
婦
へ
の
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
る
。

多
胎
妊
産
婦
や
多
胎
家
庭
に支

援
を

公明党
亀山　恭子

保
健
所
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
今
後
の
市
内
の
下
水

道
整
備
計
画
は
。

A
生
活
環
境
の
改
善
と

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

を
図
る
た
め
、
昭
和
32
年

度
か
ら
市
街
化
区
域
の
下

水
道
整
備
に
着
手
し
、
平

成
14
年
度
で
お
お
む
ね
完

了
し
た
。
平
成
15
年
度
か

ら
市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
、
第
1
次
市
街
化
調

整
区
域
下
水
道
整
備
計
画

（
20
年
間
）に
基
づ
き
、事

業
期
間
を
1
期
5
年
と
し
、

1
期
か
ら
4
期
に
分
け
て

計
画
的
に
下
水
道
整
備
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
は
、

令
和
6
年
度
ま
で
を
事
業

期
間
と
し
て
、
汚
水
管
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
林

川
周
辺
も
事
業
期
間
内
の

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

た
た
い
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令和 2 年（2020年）11月7日

豪雨時に堤防で守られている土地に雨水がたまって氾濫することを内水氾濫といい、これにより家屋や耕地が浸水する被害を内
水被害という。また、堤防がない場所で川などの水があふれ出すことを溢水という。

Ｑ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
の
オ

ー
プ
ン
に
伴
い
人
の
往
来

が
増
え
歩
道
が
担
う
役
割

が
高
ま
る
と
考
え
る
が
、

ベ
ン
チ
の
設
置
状
況
は
。

A
「
健
幸
長
寿
」「
思
わ

ず
歩
き
た
く
な
る
ス
テ
キ

な
マ
チ
所
沢
」
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
駅
前
か
ら

中
央
交
差
点
の
間
に
４
基

の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
。

市
道
２
―
８
６
９
号
線
の

舗
装
補
修
工
事
で
は
、
中

央
交
差
点
か
ら
東
所
沢
公

園
入
口
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
歩
道
内
の
ツ
ツ
ジ
の

植
え
込
み
を
他
の
箇
所
に

移
植
し
、
歩
道
の
歩
行
ス

ペ
ー
ス
を
拡
大
す
る
。
歩

道
の
ベ
ン
チ
は
、
ツ
ツ
ジ

を
移
植
し
た
後
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
数
基
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

東
所
沢
駅
前
通
り
の

ベ
ン
チ
の
設
置
状
況

自由民主党
松本　明信

Ｑ
市
民
の
命
を
守
る
た

め
、
土
砂
災
害
地
区
、
あ

る
い
は
内
水
被
害
　
地
域
、

川
の
氾
濫
・
溢
水
　
地
域

な
ど
、
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
た
防
災
教
育
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
見
解
は
。

A
正
し
い
安
全
行
動
を

す
る
た
め
に
は
、
防
災
体

制
づ
く
り
や
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
よ
り
、
実

効
性
が
高
ま
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
出
前
講
座

や
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
の
開
設
、
広

報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
だ
け
で
な
く
、

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
か

ら
防
災
対
策
の
相
談
が
あ

っ
た
際
に
も
、
防
災
に
必

要
な
情
報
を
周
知
し
て
い

き
た
い
。

地
域
の
特
性
に
合
っ
た

防
災
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成
を

公明党
村上　浩

Ｑ
第
8
期
所
沢
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
が
始
ま
る
が
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
は
、
現
行
の

サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
る

の
か
。

A
本
市
の
総
合
事
業

（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
は
、
従
前
の
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
同
等

の
も
の
を
提
供
し
て
お
り
、

今
後
も
今
ま
で
ど
お
り
利

用
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

要
介
護
者
認
定
を
受
け
て

い
て
も
、
市
町
村
の
判
断

で
、
例
外
的
に
要
支
援
者

向
け
の
総
合
事
業
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
従
来
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
損
な
う
よ

う
な
運
用
は
想
定
し
て
い

な
い
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

日本共産党
矢作いづみ

Ｑ
打
撃
を
受
け
た
経
済

を
盛
り
返
す
「
所
沢
元
気

回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

よ
う
な
、
力
強
く
地
元
の

力
を
生
か
し
た
「
第
2
期

所
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

掲
げ
て
も
ら
い
た
い
と
期

待
し
て
い
る
が
、
見
解
は
。

A
市
民
を
は
じ
め
、
地

元
の
事
業
者
も
一
体
と
な

っ
て
、
地
産
地
消
の
推
進
、

文
化
の
振
興
、
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
を
進
め
て
い

き
、
30
年
後
、
40
年
後
も

ま
ち
が
元
気
で
、
人
が
集

い
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、

福
祉
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
る
、
そ
ん
な
ま
ち
の
魅

力
と
活
力
を
高
め
る
た
め

に
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ
ナ
に
お
け
る

第
２
期
所
沢
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

入
院
患
者
の
た
め
に

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
導
入
を

Ｑ
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

入
院
患
者
へ
の
面
会
が
制

限
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者

に
と
っ
て
は
会
話
を
す
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
が
生

活
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が

る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
を
実
施
す
べ
き
で

は
。

A
対
面
に
よ
る
面
会
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
医
療

機
関
で
中
止
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
面
会
は
、
既
に

準
備
を
進
め
て
お
り
、
病

院
側
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
準
備
し
、
テ
レ
ビ
電
話

機
能
を
持
っ
た
ラ
イ
ン
や

Z
o
o
m
な
ど
の
ア
プ
リ

を
利
用
し
て
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
基
本
的
な
概
念
、
ま
ち

を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
は
。

A
本
年
7
月
に
国
土
交

通
省
か
ら
講
師
を
招
き
、

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
な
か
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
政

策
研
究
研
修
会
を
開
催
し
、

人
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
考
え
方
の
共
有

を
職
員
間
で
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
年
度
の
都

市
拠
点
・
土
地
利
用
デ
ザ

イ
ン
推
進
事
業
に
お
い
て
、

所
沢
駅
周
辺
で
の
大
き
な

ま
ち
の
変
化
を
受
け
、
地

元
の
声
を
聴
き
、
思
い
や

ハ
ー
ト
を
く
む
こ
と
に
よ

り
、
関
係
部
署
と
と
も
に

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

自由民主党
越阪部征衛

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を創

る
た
め
に

い
っ
す
い
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Ｑ
三
ケ
島
や
松
郷
工
業

団
地
周
辺
地
区
や
所
沢
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

区
の
産
業
用
地
の
現
状
把

握
と
分
析
、
冷
静
な
判
断

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

A
東
京
圏
中
心
部
の
市

場
や
顧
客
と
直
結
し
た
事

業
展
開
が
可
能
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
雇
用
環
境
も
住

宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
背
景
か
ら
、
豊
富
な

人
材
の
確
保
が
見
込
ま
れ
、

企
業
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

条
件
が
整
っ
て
い
る
。
進

出
を
希
望
す
る
企
業
は
、

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、

規
模
拡
大
や
新
た
な
用
地

確
保
の
検
討
を
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
産
業
用
地

の
創
出
に
向
け
て
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

産
業
用
地
の
創
出
へ
の
影
響
は

日本共産党
城下　師子

Ｑ
経
済
活
性
対
策
へ
の

起
爆
剤
の
1
つ
と
し
て
、

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ

の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

音
量
や
演
奏
内
容
、
設
置

場
所
、
演
奏
時
間
な
ど
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
先
行

事
例
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
の
連
携

協
力
に
つ
い
て
探
る
な
ど
、

設
置
に
向
け
た
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い

演
奏
が
流
れ
れ
ば
人
は
足

を
止
め
、
う
っ
と
り
眺
め
、

知
ら
な
い
人
同
士
が
語
り

合
い
、
幸
せ
を
共
有
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
音

楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

あ
り
、
人
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
現
へ
の
道
を

探
っ
て
い
く
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設
置
を

公明党
福原　浩昭

知っていますか？
市議会だよりのいろいろなカタチ!

　市議会だよりは、新聞折込でお届けしているだけでなく、
市役所やまちづくりセンターなどの公共施設、所沢駅構内
のラックに置いてあります。
　また、紙だけでなく、パソコンやスマホでも読むことが
できます。いつでもどこでも、最新の情報がチェックでき
る無料アプリ「マチイロ」もあります。

　あなたに合った方法で市議会だよりをご覧ください！

市議会だよりのデイジー版（CD）・点字版をご希望の方は、議会事務局まで
ご連絡ください。　TEL：2998－9256　FAX：2998－9222
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閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に

行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ
て

い
ま
し
た
か
?

議
会
活
動

7月

8月
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と
こ
ろ
ざ
わ
　
市
議
会
だ
よ
り

№
196

2
0
2
0
年
11
月
7
日
発
行

祖国の民族音楽を通じて
　　　　　日本とモンゴルの文化の架け橋となりたい

◎ところざわ市議会だより第196号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）　23.1円
次の定例会は 11 月 30 日（月）から開催予定です。

だ
ま
だ
新

型
コ
ロ
ナ

の
終
息
が
見
え

な
い
秋
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。  （
天
野
）

ポ
ー
ツ
・
芸
術
の
秋
。
イ
ベ

ン
ト
は
次
々
と
中
止
に
な
り
、

マ
ス
ク
が
離
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で

の
生
活
…
。
や
は
り
私
の
落
ち
着

く
先
は
食
欲
の
秋
カ
ナ
。  （
小
林
）

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
「
新
し
い
社

会
」。
そ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
で
し
ょ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
S
N
S
。
買
い
物

は
ネ
ッ
ト
通
販
。
会
議
は
リ
モ
ー

ト
で
。
議
会
の
あ
り
よ
う
も
新
し

い
様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
西
沢
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
浅
野
美
恵
子
　
〇
川
辺
　
浩
直

　
天
野
　
　
敦
　
　
佐
野
　
允
彦

　
小
林
　
澄
子
　
　
末
吉
美
帆
子

　
入
沢
　
　
豊
　
　
青
木
　
利
幸

　
石
本
　
亮
三
　
　
谷
口
　
雅
典

　
西
沢
　
一
郎

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

ま

スポ

発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4
‐
2
9
9
8
‐
9
2
5
6
）

〒
3
5
9
‐
8
5
0
1
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。今回は、モンゴル民族
音楽グループ「イフタタラガ」で洋琴奏者と
して活動している服部メグさんにお話を伺いま
した。

Ｑ＆Ａ
聴かせて！聴かせて！

20所沢から輝け!!

よう きん

はっ とり

「イフタタラガ」とはモンゴル語で「無限なる伝承曲」。
右から2番目が服部さん。

モンゴルのシルーステーソム市生まれ。
8歳から洋琴を習い始め、モンゴル国立芸術大学を
卒業後、2000年に来日。城西国際大学日本語学科で
日本語を学びながら、音楽活動を開始し、「イフタタ
ラガ」のメンバーとして、年に数回コンサートを開
催している。結婚を機に、所沢に在住。

よ
う
き
ん

ば
と
う
き
ん

秋

　
8
歳
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
で
洋
琴
教
育
を

受
け
、
現
在
は
所
沢
で
子
育
て
を
し
な

が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
音
楽
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
よ
う
と
活
動
中
の
服
部
さ

ん
。「
イ
フ
タ
タ
ラ
ガ
」
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
、
国
際
馬
頭
琴
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
始
め
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
外
の

小
学
校
で
の
演
奏
な
ど
を
通
し
て
、日
本

に
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
音
楽
を
広
め
て
い
る
。

　┃
洋
琴
と
は
ど
の
よ
う
な
楽
器
で
す
か
。

　
現
在
、
中
国
や
イ
ラ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
な

ど
で
、
民
族
楽
器
の
一
種
と
し
て
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
弦
は
1
5
6
本
、

音
階
が
4
オ
ク
タ
ー
ブ
あ
り
ま
す
。
日

本
に
入
っ
て
き
た
と
き
は
、
残
念
な
が

ら
定
着
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

┃
洋
琴
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
。

　
幼
少
期
か
ら
合
唱
団
に
所
属
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
8
歳
の
時
に
親
の
す

す
め
で
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
に
あ
る

芸
術
学
校
の
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
当

時
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
楽
器
を
習
う
人

は
小
さ
い
う
ち
か
ら
学
校
に
入
り
、
寮

に
住
み
込
む
の
が
普
通
で
し
た
の
で
、

入
学
後
は
寮
に
住
み
込
ん
で
洋
琴
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

┃
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
毎
年
、
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
る
、

ア
サ
ル
国
際
馬
頭
琴
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

演
奏
し
た
り
、
都
内
で
リ
サ
イ
タ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

小
学
2
年
生
が
国
語
の
授
業
で
「
ス
ー

ホ
の
白
い
馬
」（
モ
ン
ゴ
ル
民
族
楽
器「
馬

頭
琴
」
の
由
来
に
ま
つ
わ
る
民
話
）
を

学
習
す
る
時
期
に
は
、
馬
頭
琴
奏
者
と

と
も
に
小
学
校
に
招
か
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
昨
年
の
2
月
に
は
、
南
小
学

校
で
演
奏
し
ま
し
た
。

┃
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
の
曲
を
モ
ン
ゴ
ル
調
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
、
ア
サ
ル
国
際
馬
頭
琴
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
演
奏
し
て
み
た
い
で
す
。
ま

た
、
洋
琴
の
音
色
は
和
楽
器
に
と
て
も

合
う
と
思
う
の
で
、
日
本
の
音
楽
と
モ

ン
ゴ
ル
の
曲
調
を
融
合
さ
せ
た
曲
を
作

っ
て
み
た
い
で
す
。
所
沢
を
始
め
、
日

本
の
多
く
の
人
に
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
音

楽
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。


